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研究成果の概要（和文）：本研究は、事業ドメインの研究があまり関心を寄せてこなかった業態転換における事
業コンテクストの再定義について、技術の価値に対する意味解釈の多様性を糸口にして既存事業からの脱コンテ
クスト化／再コンテクスト化という視点から解明することを目指した。研究では酒造メーカーを中心に調査に取
り組み、事業コンテクストの置換には2つの類型があることを明らかにした。この調査結果は、事業の非連続的
な展開は技術の多様な価値解釈が糸口になることを示唆するものであり、今後の事業定義の研究に対して新たな
知見となる。

研究成果の概要（英文）：This research has focused on the diversity of value interpretation for 
technology, and has aimed to explain the transformation of business area from the viewpoint of the 
de-contextualization and re-contextualization from existing business definition.
The surveys were taken on brewing manufacturers such as Japanese rice wines and French wines, and 
reveal that there are two types of business context substitution.  The results of these surveys 
suggest that discontinuous development of business will be a clue for various value interpretations 
of technology, and that will become a new knowledge for the study of business re-definition.

研究分野： 経営情報論、経営戦略論

キーワード： 事業ドメイン　事業コンテクスト　脱コンテクスト化／再コンテクスト化　技術の使用価値　価値の二
重性
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１．研究開始当初の背景 
 これまでの老舗企業に関する研究では、企
業が長期的に存続・発展するという要因に対
する内部資源の特徴と成長メカニズムの解
明に焦点が当てられてきた。たとえば、加藤
（2008)によると、従来の老舗企業研究では
①暖簾や家訓、伝統的商品など老舗企業の象
徴的な側面に関する分析、②象徴的な側面を
踏まえた老舗企業の特殊性に関する分析、③
老舗企業に共通する特殊性の分析の 3点から
蓄積されてきたと指摘する。これらの研究は、
商人系老舗企業を対象とした古文書などの
資料等による歴史的アプローチや全産業を
対象とした定量的調査によって行われ、いず
れも家訓や家憲、店則が長期存続の要因であ
ることを明らかにした（曽根､2010）。また、
企業存続の背後には家長制度の下での家業
存続による伝統の継承（久保田、2010）やそ
の伝統の継承と革新への挑戦が繰り返され
ることが老舗企業の強みとなる（前川・末包、
2011）ことも議論されている。 
 これらの既存研究に共通するのは、事業ド
メインが所与のものとして定められ、それを
守ることが前提とされていることである。こ
れは、伝統芸能のわざの継承における「守破
離」に通じるものと考えられる。生田
(1987:2007)によると、「守破離」では型を学
習して模倣することから始まるのだが、その
前提として学習対象となる世界が「善いも
の」であることに同意した上で、その世界に
参入することが求められる。つまり、「善い
もの」と認めた領域の枠内において技術の革
新と学習が続けられ、この繰り返しによって
漸進的イノベーションが創出されてきたと
指摘できる。 
 一方で、技術への関心が「善いもの」と認
めた領域にのみ集中しているため、それ以外
の領域へは目が向けられてこなかった。たと
えば、従来の事業領域の枠内で策を講じてい
ても、市場規模そのものが縮小する状況に直
面しているならば、結果として経営余力の小
さい企業から順に市場からの撤退を余儀な
くされることとなる。この淘汰の波は、業界
標準的な技術しか持たず差別化することが
難しい企業だけで無く、たとえ優れた技術を
持つ老舗企業であっても避けることはでき
ず、どちらも廃業の危機に瀕するという点で
は同じである。これまでに培った技術を継承
することなく廃れさせることは、わが国の国
力を維持発展させる上で見逃せない課題と
言える。しかしこれに関する研究はあまり進
んでおらず、産業政策的な手立ても立ち後れ
ている状況にある。 
 
２．研究の目的 
 上述のような課題を解決するには「善いも
の」と認める領域の技術を別分野へ転用させ
る仕組み、すなわち事業コンテクストの置換
について検討することが求められる。 
 そこで本研究は、市場構造の変化に立ち後

れた製造企業、特に老舗企業が、自社技術を
従前とは異なる事業領域へ展開することに
よって再び成長を遂げる事例に焦点を当て
る。その際、既存技術の価値解釈を変えるこ
とによって技術の新たな価値を見いだし、そ
こから新たな事業領域へ展開するという事
例を中心に検討を進める。この事業領域の展
開を事業コンテクストの置換という観点か
ら明らかにすることに取り組む。 
 本研究では、この事業コンテクストの置換
に関する理論として、語用論の議論を援用す
ることを検討する。言葉の意味は、言葉その
ものの文法的意味だけでなく言外のコンテ
クストが補完されて、使用時の意味が定まる
（坂原、1985:2007）。この意味の二重性を念
頭に置き、やりとりにおける意味を技術に対
する価値に置き換え、技術の価値は機能的価
値に事業コンテクストによる暗黙的な価値
が加わった総体として位置づけて検討する。
後者は技術が活用される事業領域の背景や
常識によって加えられる意味が異なること
になり、それは総体としての技術の価値が事
業コンテクスト次第で多様に解釈可能であ
ることを示唆する。これにより事業コンテク
ストの置換を中心に、従来の「事業を守る」
という観点から「新規事業を創る」という観
点へ転換するための理論構築について検討
することとした。 
 上記の研究目的を達成するため、以下のよ
うな具体的な課題を設定し、研究期間内にこ
れを解明していくこととした。 
(1)老舗企業の事業継承と成長パターンの把
握。「守破離」の観点では、創業者は善い世
界とそこでの「型」を作り出し、後継者はそ
の世界を引き継ぎながら時代に応じた「型」
へ変化させていく。ここでの世界観は有形無
形の情報伝達によって継承されるのだが、そ
の際に生じる疑義や気づきが「型」の革新だ
けでなく事業コンテクストを変えるきっか
けになると考えられる。そこで、酒造メーカ
ー等の醸造技術を持つ企業を中心に、事業内
容と事業コンテクストの継承に関する要点
を明らかにする。 
(2)老舗企業における多角化と事業コンテク
ストとの間の関係性の把握。老舗企業では創
業家が企業経営を担うことが多い。家業とし
て代々継承される中、経営（安定的な統率）
と新たな価値開発（技術開発のリスク）のバ
ランスがどのように図られてきたかについ
て、その理由とともに明らかにする。また、
敢えて既存の事業領域や善いとする世界観
を突き崩すような取り組みを行う企業の有
無について、酒造メーカーを中心に調査する。 
(3)日本と欧州の老舗企業における事業置換
の対比。事業継承に対する文化的背景の影響
とその考察を行う。ここでは欧州企業と日本
企業の事例を比較することによってそれぞ
れの特異性を明らかにする。また家業と事業
コンテクストとの関係性について分析を進
める。 



(4)事業コンテクストの置換モデルの構築。(3)
までの取り組みを基に、事業コンテクストを
意図的に転換する理論モデルを検討する。 
 
３．研究の方法 
(1)平成 26 年度の計画 
 初年度は、研究課題に関する国内外の先行
研究を調査する。具体的には、Recanti(2006)
や Carston(2007)が主張する語用論的視点、
すなわち言葉に対するコンテクストの観点
に理論的根拠を据えながら文献研究を進め
る。さらに老舗企業における技術と事業コン
テクストとの関係に焦点を当てた分析視角
を構築するため、コンテクスト・デザイン（原
田 2005,2011）、場に対する論理とその枠組み
(伊丹、2007)等から検討を深める。 
加えて、清酒製造企業を中心に老舗企業に

おいて「第二創業」や多角化に成功した企業
を抽出し、インタビュー調査を行う。その際、
事業継承の史的経緯や技術開発と企業経営
に関する問題意識についてヒアリングを行
う。 
(2)平成 27 年度の計画 
 前年度に引き続き、老舗企業の調査分析を
進める。そして「第二創業」や多角化に挑む
老舗企業を抽出し、その特徴や差異について
分析を進める。 
また家業を営む欧州企業との比較を通じ

て事業コンテクストに対する捉え方の違い
を分析する。そこで Chittoor & Das(2007)
による事業継承研究の類型や Dyer(2006)に
よるパフォーマンス研究等を掘り下げる。そ
してフランスのワイン企業をインタビュー
調査し、事業継承の経緯とともに第二創業や
多角化に対する考え方を明らかにする。EU 全
体でも一人当たりのワイン消費量が減少す
るなど事業環境が厳しさを増す状況におい
て、家業として営まれるワイナリーの取り組
みに焦点を当てることとする。 
 (3)平成 28 年度の計画 
前年度の調査結果を基に日欧老舗企業を

比較し、「新たに事業を創る」という観点か
ら事業コンテクストの置換に関する共通点
及び差異点を検討する。 
 また事業コンテクスト置換の誘発要因を
分析するため、ヨーロッパ有数の起業家大国
(古市他、2015)であるフィンランドの企業を
対象にインタビュー調査を行う。具体的には、
グローバル・ニッチ・トップ企業及び業態転
換した企業に調査を行い、彼らの事業コンテ
クストに対する捉え方、イノベーションのジ
レンマに対する対応とその際に生じる事業
コンテクストの置換プロセスについて調査
を行う。また現地の大学研究者とのディスカ
ッションを通じて事業コンテクストの置換
を誘発させる要因とその組み合わせを外部
環境・内部環境の両面から分析する。 
(4)平成 29 年度の計画 
 最終年度はこれまでの調査結果を取りま
とめ、老舗企業における事業コンテクストの

意図的な置換を推進するモデルを構築する。
このモデルによって、老舗企業が事業コンテ
クストを再認識し、変革の方向性を検討する
上でのプロセスを明らかにする。また検討し
たモデルを調査対象企業に提示し、経営者
（技術者）の観点から助言や修正を加えるこ
とによって実践的なモデルへの補強を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究で明らかになったのは、技術の脱コ
ンテクスト／再コンテクストに対する観点
は 2つに類型化できることであった。 
 一方は、使用的価値の探索において、技術
の活かし方という点での価値をマクロ的に
捉え直して上位概念を描き出し、その下で新
たな技術の価値と用途を紡ぎ出す。そしてそ
の新しい用途に対する技術の最適化を図る
ことで、新たな事業領域へと置換するもので
ある。置換する事業領域は既存技術を同根と
するため、あくまで既存事業の範疇の中に新
規事業が位置づけられることが特徴となる。 
 他方は目指すべき事業領域から使用的価
値ないし機能的価値を演繹的に検討し、そこ
で必要とされる技術は内部にこだわらず外
部からでも柔軟に導入するものである。置換
する事業領域があらかじめ設定されるため、
それに整合した技術を取捨選択することで
事業置換は進められる。そこでは、技術の価
値は新たな事業領域の文脈の中で解釈し直
されたものとなり、既存技術とは必ずしも連
続性を持たない新たな技術基盤を作り上げ
ることが特徴となる。 
 研究成果は、これまであまり検討されなか
った業態転換に対する事業再定義の実態を
解明する手がかりとなるだけでなく、事業の
非連続的な展開に対して技術の価値解釈か
ら検討を進めるという理論構築の糸口にな
るものと考えられる。 
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